
第322回 昭和の森自然観察会 

秋の小山町散策 
玉川弘幸（千葉市） 

日 時：2018年10月14日（日）13時～16時  天候：曇り 
参加者：23名（大人8名、子ども3名、指導員7名、他5名） 
担当指導員：武田宏子 玉川弘幸 

天気予報では朝止むはずの雨が昼近くまで降ったり止んだりで気をもんでいた。幸い出発時点では

傘をささずに観察会が出来た。また、何人の参加者があるか心配でしたがそれでも初めての方、リピー

ター、関係者、指導員を含めて23名の参加があった。 

今日の観察会のテーマは「秋の小山町散策」の 3 時間コースで、久し振りに昭和の森から外に出る

観察会になりました。子ども 3名の参加があり 3時間コースは少しきついかと思いましたが 2グループ

に分かれて出発しました。 

歩き始めは道すがらの草花や樹木の実などを見つけながら歩き始めました。道道にはミズヒキ、クロ

モジの冬芽、ガンクビソウ、ヤブミョウガ、シオデの実、などが見られた。畔を降りた田んぼ脇の水路で

はゲンジボタルの餌のカワニナ、メダカ、ドジョウ、マルタニシなどの生き物や水辺ではタコノアシやミ

ゾソバなどの植物も見られた。下タ田池傍の水音の聞こえる辺りで、昭和の森は鹿島川、村田川、南白

川の源流で3方向に別れて流れ出ている分水界であると言う事を 絵図を使って説明。子どもたちのい

るグループは道にたくさんのどんぐりの落ちている場所でどんぐりの種類や見分け方などを指導員の

方から教わっていた。先を行く大人のグループはクズ葉を使った葉っぱ鉄砲の遊びに興じていた。 

何とも微笑ましい光景だ。しばらく歩いて行くと道を覆うようなゴンズイが目に留まった。赤と黒のコント

ラストが美しい。 

いよいよ目的の小山町に入った。道端に道祖神が祭られている。道祖神は悪霊や疫病の侵入を防

ぐために峠、辻、村境などの道端に祭られる神だそうです。さらに進むと、右手に鳥居が見えてきた。

形式的には明神鳥居と言うそうです。鳥居の下には熊野神社と三峰神社の名が刻まれた石柱が見える。

金剛地の熊野神社からの分霊を勧請。階段を登り熊野神社と三峰神社にお参りした。小山町は江戸時

代の村の形を今に残している。江戸時代の絵図と同じ11件が現存。今は13件。高台には中世の小山

城跡や村田川を望む台地の上には今は住宅地になってしまったが、縄文人が住んでいた小山遺跡が

眠っている。 

小山町は森や林、川、田畑、集落が調和し機能している昔ながらの農村。人と生きものが共に暮ら

す自然が残る里山だ。いつまでもこの自然を大切にしたいものです。帰りがけに水辺の郷公園でラク

ウショウやヒシなどの水辺の植物を見る予定でしたが時間の都合で立ち寄れず帰途についた。 

参加者からは、たまには昭和の森から外に出た観察会もよかった。水辺の郷公園のラクウショウの気

根を見たかったなどの感想をいただいた。 

どんぐりの帽子で名前が分かるんだよ  小山町の谷津田 


